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タイ人 に見 られる受動文の許容認識




0.は じ め に
*1)姉 の部 屋 は きれ いな 花 をか ざ っ て い ます
。(→ が/で か ざ られ て)一
*2)私 は友 だ ち が さそ って 映画 を見 に行 き ま した
。(→ に さそ われ て)一
*3)チ ットラダー王宮はおほ りでかこんでいます。(→ にかこまれて)
これはタイ人日本語学習者 による誤用例であるが,受 動文1)を使用すべ
きところを能動文であらわしたものである。動詞の受身形やそれを用いた
受動文については構造的な特徴,意 味が理解 されていても,文 中の適切な
運用となると,母 語 による表現方法,言 語文化 を反映して,様 々な誤用が
散文される。統語的な理解 と同時に使用範囲についても,学 習者にとって
習得運用が困難 と感じられる項 目の一つであり,指 導する側にとっても誤
用の背景を知る努力と教授工夫が求められる。
動作行為が[殴 る一殴 られる]の ようにシ手 〈能動〉とウケ手 〈受動〉の
対立において具体的,視 覚的である場合は問題 はさほど大きくないもの
の,「父に死なれた」などの目本語特有 とされる,い わゆる 「迷惑の受身」
については理解不十分な場合が少なくない。また,あ る受動表現について
1)本 稿 ではおおむね構文的特徴 としては 「受動文」 とい う用語 を,意 味的な関
係 から見た場合 は 「迷惑 の受身」 の ような用語 を併用 してい る6
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は"機 械的に"対 訳するという危険性も生じかねない。受動文の構造 につ
いての理解 と,そ の運用 となる受動表現の体系の把握については,か な り
の認識の差異があると考えられる。この要因の一つとして対象言語の表現
や文型が学習者の有する言語の発想様式 と密接 に干渉 し合 う関係にあるこ
とがあげられる。
当該言語の自然な受動文 というものは場面に応 じてあらわれた り用いら
れた りするもので,そ うした現実から離れて 「受身 とは何か」,「いつ受身
文を使 うのか」といった学習者の質問に答えることは容易ではないし,あ
まり実用的な意味をもたない。とはいえ学習者にとって受動文の理解は話
し手の意図にも関わる一大関心事 であ り,受 動文の統語的特徴を把握 した
後も,受 動表現の出現する環境,要 求 される文脈的意図,さ らには語用論




る。これまでタイ語の統語面 と運用面の特徴 を考察 した研究 は数点み られ
るが2),タ イ人の目本語の受動文の許容認識については不明な点 も依然 と
して多い。ここでは目本語では受動文の形式をもちながら,タ イ語では受
動文の形式によらずに,別 の表現であらわされるタイプをいくつか類型化
することによって,そ の特徴を明 らかにしてみようと思 う。同時に,複 数





されやす く,ど の種 の受動文が許容 されに くいか〉についての一定の知見
2)カ ン ラ ヤ ー 二 一(1977)




考察に入 るまえに受動表現,あ るいは受動文に対する,一 般的な見解に
ついて述べておきたい。それぞれの言語における言語の記述は時代的な変
遷,過 程によって変容 を余儀なくされる。諸外国からの 〈文化の翻訳>も
その重要な因子のひとつであろう。印刷通信による情報伝達の媒介を持た
なかった時代には,動 作主,被 動作主,聞 き手(読者)と話 し手 といった情
報の発信 と受容 の態様は直接的で単純化されたものであったに違いない。
印刷方法の普及 によって言語による情報 を,不 特定の読者,聞 き手 を配慮
して伝達 ・発信がなされるようになった結果,間 接的,か つ客観的な状況
描写,ま たは複数の視点に関心に関心が向けられるようになった。この言














が,そ こではまず典型的な受身表現 というものを抽出する必要があ り,そ
のあとで周辺的,二 次的な受身表現 を認識 していくのが自然であるように
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思われる。これはたとえば補助動詞の導入にあたって統語的な補助動詞
(飲み始める,な ど)を先に認知し,そ ののち語彙的な補助動詞(飲 み歩 く,
など)を認知するといったプロセスと相通 じるところがある。また受動文
には文化の型 を表出す るようなある種 の慣用的な受動文 というものがあ




的な思考 ・発想様式 による制約を知 ることでもある。受動表現の 「被害」,
「迷惑」 という意味的カテゴリー以外に受動文生成 の背景を知 る手掛 りも
そこから得られるであろう。
2.タ イ語 の 受 動文 の特 徴
目本 語 の 「や け どを す る」 「けが をす る」 「光 を浴 び る」 な ど の動 詞 は,
受 動 標 識 を持 た な くて も 「受 動 的」 な意 味 を元 来,有 してい る。 タイ 語 に
も語 彙 的 な性 格 と して,臆ai(失 わ れ る),tも εk(粉 砕 され る),hak(砕 か
れ る),p歴 ε(負 か され る),h6k(覆 され る)の よ うに語 自身 に受 動 の 意 味
を有 す る もの が あ る 。 また,動 詞 に方 向動 詞paiを つ け て,
4)krap益o一 りonkh5つgch首nh互aipail6εo.
財 布/の/私/な くな る/行 く/～ た[財 布 が な くな って し ま った1
の よ うに,行 為 者 を特 定 化 せ ず に,自 動 詞 に よ って事 物 が 自然 消 滅 して い
く 〈受 動 的〉 な意 味 を あ らわ す揚 合 も しば しば あ る3〉。
目本 語 の 「レル ・ラ レル 」 の受 動 標 識 に相 当 す る も の は タ ィ 語 で は
th亡ukや そ の 口語 的 な形 式 のdoonで あ り,ま た機 会 を得 る とい う意 味
で 事態 発生,賦 与 を あ らわ すdairゑPが あ る。th亡ukやdoonは 直 接 的
な被 害 をこ うむ る以外 は,積 極 的 に使 わ れ に くい とされ る が,一 方 で欧 米
3)常 岡悟郎(1941)「 第二章:動 詞に関する重要 な慣用法」 を参照 。
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語の翻訳による影響 も他外国語 と同様にしばしば指摘 される。例えば,あ
る表現 を逐語的に直訳 しようとした場合,対 象言語からの制約 と母語 によ
る発想が干渉 し合って中間的な言語表現が生成 されることも十分考えられ
ることである。
三上直光(1995)は タイ語をはじめ,東 南アジアの複数言語に共通 して
みられる受動文の特徴について,概 略,次 のように説明している4)。
・本来,「 主体がある事態 を被害として受 ける」 とい う意味 を表す,
主観的な表現であり,現 在でもその傾向は強い といえるが,西 洋語の接一
触などにより 「被害」の意味も薄れ,言 語 によっては中立的な受動文 と
して形式化する傾向も見 られる。(波線,引 用者)
また,橋 本萬太郎(1987)は 南アジァ系(東 南アジァを含む〉の言語には
それぞれ専用の受動 をあらわす語彙 をもって表記 されることを言語類型学
的に述べている5)。ベ トナム語のbl(被),do(由)な どもその一例である。
th亡ukに は 「当たる,適 合 する」 とい う本来 の動詞的な意味 が,
dai垣pに は 「もらう,得 る」 とい う本来の動詞的な意味がある。その構
成的な意味から,タ イ語の受身はth血ukで は 「遭遇」「接触」,dai婚p
では 「獲得」「賦与」 といった事態発生の概念が通底 しており,結 果的に
新事態の発生を検証 したり伝達する意味合いが強いことが指摘 されるだろ
う。タイ語の受動標識は中国語の 「受」,「遭」,「挨」 といった受動動詞の
形式が発達 したもの とも考えられ るが,th血ukな どの受動標識を持たず
に受動の意味を形成するケースも少なくない。これは後で述べる項 目であ
るが,中 国語の 「意味上の受動文」に該当するものであろう。タイ語の受
動文の意味素 として,「 遭遇」「焦点」「獲得」 とい う視点が考えられる
が6),こ れはそれぞれの動詞 のもつ本来の語彙的意味の拡張に注目したこ





して転用 され構文的に用いられる点は,目 本語の受動標識である 「レル,














〈被 害>,〈 中立>,〈 利 害>の いず れ の受 身 と見 な され るか は,対 象 事 態 を
〈遭 遇 〉を は じめ とす る どの角 度 で と らえ,〈 話 者 の心 情>と い った フ ィル
ター を通 して,そ れ ぞ れ具 現 され る とい うこ とで あ る7)。
5)ch益nth亡ukkh5Dt鈎 ηaancaakkh溢o,
私/さ れ る/も ら う/結 婚 す る[私 は彼 か らプ ロポ ー ズ を受 けた]
6)ch益nth亡uklai-50kcaakηaan.
私/さ れ る/追 う/出 る/か ら/仕 事[私 は仕 事 を ク ビ にな った]
7)ch首ndair色pliagaah首an。
私/も ら う/奢 る/料 理[私 は(誰 か に)ご 馳 走 して も らっ た]
こ れ らの 例 は い ず れ も特 別 な 事 態 発 生 で は共 通 して い る 。th心ukや
dai魚pと い う動 詞 に よ っ て以 下 の よ うに,あ とに導 かれ る事 態(括 弧 内)
を補 文 と して意 味的 に文 が拡 大 され た もの,と 考 え られ る。
5)thauklkh50t鈎gaand血ai],[結 婚 させ て貰 うこ と]二 遭遇 スル
6)thOuk[lai-5Dkcゑakηaan]。[仕 事 か ら追 払 うこ と1二 遭 遇 スノレ
7)dairゑp[liaηaah益anl。[ご 馳 走 す る こ と1ヲ 獲 得 スル
ー方 タイ 語 受 動 文 の出 現 は 目本 語 と比 べ て非 常 に少 な く,例 えば 「夫 に
7)〈 利喜〉,〈被 害〉,〈中立>と い う概念 も多 くが述語成 分に あらわれ,新 事態
の結果 的招来 とい う点 では共通 している。
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先立 た れ る」 の よ うな表 現 は 「夫 が先 立 つ」 の よ うに あ らわ され,「 雨 に
降 られ た」 とい う表 現 も 「雨 が降 っ て(私 を)ず ぶ濡 れ に させ た」 とい う使
役 を用 い た事 態 発 生 表 現 と して好 む とい う傾 向 が あ る。 次 の 文 を比較 して
み よ う。
8)k6tmゑaiη6tcamnaais血raahaikapph直u-yao.
法 律/止 め る/販 売 す る/酒/あ げ る/に/未 成 年 者
[法律 は未 成 年 者 に酒 を売 る こ と を中止 す る]
これ は 日本 語 で い う と こ ろの 「未 成 年 者 の飲 酒 は法 律 で 禁 止 され て い ま
す」 とい う表 示 に相 当す る タイ語 の表 示 で あ る。 この 目本 語 をタイ 語 に直
訳 した場 合 は お そ ら く次 の よ うな表 現 に な る と、思わ れ る8)。
～9)kaand血 田ms亡raakh50ηphau-yaothhukhaamdooi-
thaagk6tm益ai.
こ と/飲 む/酒/の/未 成 年 者/さ れ る/禁 止 す る/で/法 律
目本 語 の 「レル ・ラ レル」 の受 動 標 識 に対 して,タ イ 語 で はth亡ukが 用
い られ て い る が,タ イ 語 話者 に とっ て は タイ 語 に よ る表 現 と して は文 法 的
には 成 立 して も,目 本 語 の受 動 文 に敢 え て対 応 させ た翻 訳 調 の文 で あ っ
て,タ イ語 文 と して は不 自然 で あ る とされ る。 も し 「未 成 年 者 」 を主 語 に
見 立 て て あ らわす とす れ ば 次 の よ うな文 に な る が,こ れ もき わ め て翻 訳調
であ る。'
10)ph血u-yaoth亡ukhaamd血ulmshraataamk6tm益ai.
未 成 年 者/さ れ る ノ禁 じる/飲 む/酒/し たが う ノ法律
[未成 年者 は法 律 に した が っ て飲 酒 を禁 じ られ てい る1




8)タ イ 人 イ ンフ ォ ー マ ン トと して早 稲 田大 学 留 学 生,ガ ン ニ カー ♂シ ー ワポ ン
パ ン さん,大 東 文 化 大 学 学 生,新 井 ステ ィ ダー さ ん の協 力 を得 た 。
一112一
法 律/止 め る/し て お く/と い う/人/関 係 代 名 詞/ま だ/な い/
成 人 ノ禁 ず る/吸 う/タ バ コ
これ は 目本 語 で は受 動 文 「未 成年 者 の喫 煙 は法律 で禁 じ られ て い ます 」 と
な る とこ ろで あ る が,こ こ で も 目本 語 の受 動 標 識 に対応 す る マー カー が タ
イ語 で は示 され て い な い 。 こ の タイ語 文 は直 訳 す れ ば,「 法 律 は 未成 年 者
が喫 煙 を禁 ず る こ と を定 め てい る」 とい う意 味 で あ るが,文 の大 意 か ら結
果 と して 受動 的 な 意 味 が示 され て い る文 とい え よ う。 ま た,次 の よ うな例
も比 較 してみ た い 。
12)niikh田ulkh50η 一khw首ns活mrapkamnanhail負uk-khゑa・
これ/で あ る/贈 物/た め の/贈 物 をす る/あ げ る/顧 客
[これ はお 客 様 に プ レゼ ン トす るた め の 贈物 で す]
タイ の デパ ー トな どで見 か け るキ ャ ッチ フ レー ズ で あ るが,目 本 語 で は 一
般 に 「これ は お客 様 に喜 ば れ る贈 物 です 」 の よ うに 受動 表 現 を使 うと こ ろ
で あ ろ う。動 詞 のkamnan「 贈 物 を す る」 が無 生 物 主 語 「贈 物 」 を擬 人
化 して再 帰 動 詞 的 に用 い られ て い る。 こ うした 構 文 的 な特 徴 を み て い く
と,目 本 語 の受 動 文 とは か な り大 き な ズ レが あ る こ とが 了 解 され る 。 ま
た,次 の例 をみ て み よ う9)。
13)maim5?kapdさkaay丘tamkwaas益ampiiphr6?註atmii
chins亡anI6k-16kpra1く5Dpyau.
ない/適 す る/と/子 供/年 齢/低 い/よ り/3/歳/～ か ら/～
だ ろ う/あ る/片/部 分/小 さ い/飾 る/い る
即 小 さい 部 品 か ら作 っ てい るの で3歳 以 下 の子 供 には 適 さ ない]
とい う説 明 文 で は所 有 動 詞 と存 在 動 詞 を併 用 した[mii_.y亡ul構 文 を
用 いて あ らわ され て い る 。 目本語 で は 「小 さい部 品 か ら作 られ て い る の で
..」 の よ うに あ らわす とこ ろで あ る 。 タイ 語 で は他 動詞 文 が 目本 語 の受
動 文 を代 用 して い るわ け で あ る。 自然 現 象 文 につ い て は ど うで あ ろ うか 。
9)マ ク ドナ ル ドの景 品パ ッケー ジ に記 され た 説 明 書 きに よ る。
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14)t6nmゑaHomphr5?doontaifun .
樹 木/倒 れ る/で/当 た る/台 風[曽 台 風 に当 た って木 が倒 れ た]
こ の例 も 目本 語 で は普 通 は 「台風 で木 が倒 され た」 とい う受動 文 が 自然 で
あ るが,タ イ語 で は 「木 」 が 「倒 れ た」 とい う事 実 の描 写 が優 先 され,被
害 認識 は動 詞 のdoon「 当 た る」 な どに よ って読 み手 自身 の想 起 に ゆ だね
られ る 。
また,同 じ く無 生 物 主語 が文 頭 に立 つ場 合,目 本語 で は 「この神 社 は五
百 年前 に立 て られ た 」 の よ うな受 動 文 で あ らわ され る こ とが多 い が,タ イ
語 では 当該 動 詞 のみ で あ らわ され る こ とが 一 般 で あ る。 こ う した タイ プ を
テ キス ト的 な性 格 か らみ て み よ う。
15)khruu-yaithaairaupnii.
校 長/撮 る/写 真/こ の[校 長 は この写 真 を撮 った]
15)の 例 は 「校 長 」 を 「こ の写 真 を撮 っ た人 」 と意 味 づ け る能 動 文 で,
16)khruu-yaipenkhonthaair(1upnii.
校 長/だ/人/撮 る/写 真/こ の[校 長 は この写 真 を撮 った 人 だ1
の よ うに も あ らわ され るが,い ず れ に して も単 な る事 実,現 象 を あ らわ し
た もの で あ る。 これ に対 して
17)r食upniithaaidooikhruu-yai.
写 真/こ の/撮 る/に よ って/校 長
[η この写 真 は校 長 に よ っ て撮 った1
の例 で は 「この 写真 」 を焦 点 化 して も との 目的語 を主 題 に押 し上 げ た文 で
あ る。実 際 の行 為者 「校 長 」 は,前 置詞doo量 に よ って 「校 長 」 とい うシ
手 をあ らわ して い る 。動 詞 の形 態 に は変化 は な い こ とか ら,17)も 純 然 た
る受動 文 で は な い が,「 校 長 に よっ て」 とい う行 為 は意 味 的 に は 「この写
真 」が 受 け る行 為 で もあ り,こ うした 関係 か ら 目本 語 で は 「こ の写 真 は校
長 によ って撮 られ た」 とい う意 味 の,後 述 の意 味上 の受 動 文 の タイ プ とい
うこ とが で き る。17)で は動 詞thムaiはdooikhruu「 校 長 に よ って」 の
よ うに,動 作 主 の所 在 に よ っ て,そ の動 作 行 為 の発 生(達 成)が 明示 され て
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い るの で あ る。
15)の 文 と17)の 文 の違 い は ど こ に あ る の だ ろ うか 。15)や そ れ を言 い
換 え た16)の 文 が 一 次 的 な 〈素 材 情 報 伝 達 〉 の意 味 を もつ の に 対 して,
17)の 文 で は 二 次 的 な く心 理 情 報 伝 達 〉 の意 味 が あ る事 物 を特 定 化 す る こ
とに よ って表 出 され る 。つ ま り15)で 得 られ た 事 実 を前提 と して視 点 を変
え(焦 点 を意 識 化 して),事 態 の発 生,成 立 を再 度 検 証 す る とい った 意 図 が
含 意 され て い る こ とが わ か る。言 い 換 えれ ば 「校 長 が この 写真 を撮 っ た 」
とい う事 実 が既 情 報 と して あ り,17)は そ の事 実 に も とづ い て 「特 別 に」,
「確 か に」 な ど とい っ た話 し手 の伝 達 意 図 や 感 情 を と もな う文 とな っ て い
る。 こ こで は 「こ の写 真 」 を主 題 に して,「 校 長 が撮 る」 とい う意 図 が強
くあ らわ され て い る。17)は 目本 語 で は不 自然 な文 だが,タ イ 語 で は 自然
な文 として 働 い て い る。 なお,17)の 文 は 目本 語 で は 「この写 真 は校 長 が
撮 った 」 の よ うに も言 え るが,こ れ に対 応 す る,
～～18)rαupniikhruu-yaithaai.
写 真/こ の/校 長/撮 る
とい う文 は前 置詞dooiを 欠 いた 文 として 一般 に不 自然 で,む しろ次 の よ
うな名 詞 述 語 文 にな る。(逆 に 目本 語 で は不 自然 な文 に な る)
19)rαupniikhruu-yゑipenkhonthaai・
写 真/こ の/校 長/だ/人/撮 る
[～～こ の写 真 は校 長 が撮 った人 だ1
こ の よ うに種 々 の用例 を比 較 して考 え て み る と,目 本 語 にお け る受 動表
現 は事態 に対 す る話 し手 の感 情 が 強 く投 影 され,事 実描 写 よ りも一種 の心
理 的 描 写 に比重 が置 かれ て い る と思 わ れ る。一 方 の タイ 語 にみ られ る受動
文 は 明 らか に不 測 の く被 害〉 と判 断 され る事 態 以 外 に は具 体 的 に あ らわ れ
に くい 。 〈被 害 〉 を具 体 的 に あ ら わ さな い 中立 的 な 目本 語 の受 動 文 は タイ
語 で は視 点 を か え た別 の表 現,例 えば16),19)の よ うな連 体修 飾 構 造 を と
もな う名 詞 述 語 文 に な る こ とが多 い 。 タイ 語 で は受 動 文 の形 式 を持 た な い
文 も,聞 き手 が文 脈 に よ って は受 動 的 な意 味 に解釈 す る とい う傾 向 も少 な
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くな く,こ の こ とが 目本 語 とタイ語 の受 動 文 の対 応 を複 雑 に し てい る とい
え よ う。
3・ 具体 的 な受 身 を あ らわ す場 合
こ こで は 目本 語 に も タイ語 に も共 通 して あ らわ れ る受 動 文 につ い て考 察
す る。次 の よ うに視 覚 的 に も動 作 行 為 の シ手 とウケ手 とが対 立 関 係 に あ る
よ うな 場 合 は・ タィ 語 で は 〈被 害>を あ らわ すth亡uk受 動 文 ・ )が成 立 す
る 。
20)thaukr6tchon.
され る/車/ぶ つ か る[車 にぶ つ け られ る]
21)thauks近amiit5i-tii.
され る/夫/殴 る蹴 る[夫 に暴 行 を受 け る]
22)th亡ukph血an-baanf50り .
され る/隣 人/告 訴 す る[隣 人 に告訴 され る]
23)th亡ukkhon-rゑailak-phaa-tua .
され る/悪 人/拉 致 す る[悪 人 に拉 致 され る]
これ らの例 は通 常 の[車 にぶ つ け られ て い な い(状 態)1 ,[夫 に暴 行 を受
け てい な い(状 態)]・[隣 人 に告 訴 され て い な い(状 態)],[悪 人 に拉 致 され て
い ない(状 態)]か ら一 転 して常 軌 を逸 脱 す る新 事 態 の出 現 をあ らわ した 文
とい うこ とが で き る。 い ず れ も 「～ こ とに な る」 とい う結 果 事 態 の発 生
,
誘 発 とい う意 味補 給 を と もな いや す い 。物 理 的 な暴 力 行 為 の延長 には,非
難 や 中傷,略 奪 や拘 束 行 為 な ど も あげ られ る。
24)nゑks磁ks…Iath血ukthah首anyintaail互aikhon 。
学 生/さ れ る/軍 隊/撃 つ/死 ぬ/何 人 も/人
[学生 は軍人 に何 人 も射 殺 され た]
10)こ こではタイ語受動文 をth加k受 動 文,dair如 受動文,受 動標識 をもたな




私/さ れ る/男 の人/騙 す/い つ も[私 は い つ も男 に騙 され る1
26)ch益ndoonm倉 ε一khゑatalaatt5D-waa.
私/さ れ る/商 人/市 場/怒 鳴 る[私 は市 場 の商 人 に怒 鳴 られ る]
27)aacaanth亡uktamrhatcapphr6?khapr6treo.
先 生/さ れ る/警 察/っ か まえ る/か ら/運 転 す る/車/速 い
[先生 は ス ピー ド違 反 で警 察 に逮 捕 され た]
動 作 主 で あ る シ手 は人 に か ぎ らず,無 生 物 主 語 で もよ い 。
28)ch近ndoont6n-maphraaothゑp.
私/さ れ る/椰 子 の木/重 な る[私 は椰 子 の木 の下 敷 き に な っ た]
これ らは いず れ も不利 な立 場,被 害 を こ うむ る立 場 を あ らわ して い る 。
一 方
,「 尊 敬 され る」 「選 ばれ る」 「関心 を持 た れ る」 「褒 め られ る」 な ど
の 〈利 害>の 受 身 につ い て は,dai箇p受 動 文 が用 い られ る。
29)khonthaicaph負umcaimaakm面adairゑpkaankhaor6p
y6kyδDη.
タイ 人/助 動 詞/誇 る 〆大 変/時/受 け る/こ と/尊 敬 す る/称
え る[タ イ人 は尊 敬 され る と とて も誇 りに思 う1
30)nゑks磁ks首adairゑpkhams鋤s5っncaakprachaachonthαapai
maak.
学 生 ノ受 け る/こ と/賞 賛 す る ノか ら ノ人 民 ノ至 る とこ ろ/大 変
[学生 は一 般 民 衆 か ら賞 賛 され たl
dair如 の あ とに は 名 詞 句 化 接 辞kaan「 こ と」 を 用 い た 動 名 詞 句 や
kham「 こ とば 」 な どが続 くこ とが構 文 的 な特 徴 で あ る 。 またthむukと
くらべ て テ レ ビや ラ ジオ の ニ ニー ス な どの報 道 文 に用 い られ る フ ォー マ ル
な表 現 とされ11〉,目 本 語 の 「(招聰 され る)こ と に な っ て い る」 「(攻撃 を受
11)赤 木他(1999)。p.198dair如 は以下 の事態 を獲得す る機会 を得 るとい う意
味構造 をな している。31)の 例文 も引用 。なお,「 育 て られ た」 に対 して 「育 てて も
らった」 の よ うなdairゑPを 用 いた 「テモ ラ ウ」 文 にっ いて は田中(1997b.)PP。
122-123を 参照。
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ける)と こ ろ とな る」 の よ うな 「ナ ル 」 表 現 に類 似 し た とこ ろ が あ る点 は
興味 深 い 。 動 作主 シ手 は前 置 詞caak以 下 で あ らわ され る。 な お,dai雌p
受動 文 は動 作 主 に とっ て益 す る(あ る い は攻撃 す る)行 為 で あれ ば 次 の よ う
な 〈被 害 〉の受 身 も成 立 す る。
31)rゑtthabaanch丘tn≦idairゑpkaancoomtiicaakkammakoっn
tagtもεwan-r§ εkth宝ikhaomaabDDrih首anprath色et.
政 府/類 別 詞/こ の/受 け る/こ と/攻 撃 す る/か ら/労 働 者/
か ら/最 初 の 目/関 係 代名 詞/始 め る/来 る/執 行 す る/国 家
[こ の政 府 は国家 行 政 を始 め た 目か ら労 働 者 に攻撃 され た]
4。 意 味 上 の タ イ語 受 動 文
こ こで は 日本 語 受 動 文 が タイ 語 の本 来 の受 動 文 にな りに くい ケ ー ス を見
てみ よ う。 つ ま り受 動 標識 を もた な い 中立 的 な受 動 文 の タ イ プ で あ る。
4-1.無 生物 主 語 の場 合
次 の よ うな無 生 物 主 語 につ い て事 態 発 生 を告 げ る と き,目 本 語 の受 動 文
は タイ語 で は受 動 標 識 な し に あ らわ れ る こ とが多 い12)。
32)samaakhomnfikうo-taり 一kh愈nm血a-pi五 一thii-1ぎεo.
協 会/こ の/設 立 す る/去 年1～ ～この 協 会 は去 年 設 立 した]
33)rゑtthabaan5っknayoobaaimai。
政 府/出 す/政 策/新 しい[政 府 は新 しい政 策 を打 ち 出 した1
目本語 で は 「この協 会 は去 年設 立 され た」,「新 しい政 策 が政 府 か ら打 ち出
され た」 の よ うな受 動 文 が使 わ れ る傾 向 の も ので あ る。32)の 例 は,
34)samaakhomn{ith亡ukk50-ta葛 一kh血nm愈a-pii-th宝i-16εo.
協 会/こ の/さ れ る/設 立 す る/去 年/完 了
[この協 会 は去 年 設 立 され た]
の よ うに例 外 的 に動 詞 の前 にth心ukを 置 くこ とは可 能 だ が,こ れ は長 い
12)山 田(1996)で は32)の 例 文 に つ い て他 動 詞 が 自発 動 詞 的 に用 い られ た も の
と して い る 。p.230
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歳月がかかった,設 立が困難であったなどの実現過程 の曲折 をあらわすニ
ュァンスが加 わるとい う。th血ukは ある種の内部事情や実現背景を示唆
する機能を有 している。動詞の前に単に受動標識 を置 くだけで,動 詞の形
態変化 も語順の変化もともなわないことは,目 本語の受動文の構造 と大 き
く異なる点である。33)の 例ではタイ語の能動文 と目本語の受動文が対応








政 策/新 しい/類 別 詞/こ の/だ/政 策/関 係 代 名 詞/政 府/出
す[こ の新 しい 政策 は政 府 が 打 ち出 した政 策 だ]
受動 文 が しば しば 能 動 文 で あ らわ され る こ と は視 点 の転 移 に よ り説 明 が 可
能 で あ る。次 の例 は 目本 語 で は 「彼 はみ ん な に愛 され てい る」,「私 は麻 雀
に誘 わ れ た」 の よ うな受 動 文 で ウケ手側 か らの表 現 が一 般 で あ るが,タ イ
語 で は シ手 側 か らの表 現 で能動 文 で あ らわ され て い る 。
37)th{1k-khonrゑkkh夏o.
み ん な/愛 す る/彼[み ん な が彼 を愛 して い る1
38)ph血anchuan16n-phain6kkrac50k。
友達/誘 う/賭 博 をす る/麻 雀[友 達 が 麻雀 に誘 った]
さ らに抽 象名 詞 な どに よ っ て複数 主 語 の存在 を容 認 し,一 般 的 な現 象 を述
べ る場合 も タイ語 で は受 動 標 識 を用 いず に あ らわ され る。
39)kaanchumnumkh5鋤nゑks血ks首aY£ipanthamkanna至
13)'前 掲16),19)の 用 例 も参 照 。 こ の よ うに主 語nayobaai「 政 府」 を述 語 に も
配 置 して 述 べ る表 現 は タ イ語 の名 詞述 語 文 の特 徴 の一 つ で あ る。
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woりkh§ εP.
こ と/集 ま る/の/学 生/日 本/行 う/互 い に/で/範 囲/狭 い
[目本 の学 生集 会 は狭 い範 囲 で行 っ て い る/行 わ れ て い る]
伝 聞表 現 は受 動 文 を代 行 す るひ とつ の表 現 手 段 とし て頻 用 され る。次 の例
も目本 語 で は 「.,.と 言 わ れ て い る」 の よ うな 客観 的 な描 写 にな るこ とが
多 い14)。
尋0)k1ぬokanwaaKruりth色eppendindε ε〕h鈎r6tyon.
言 う/互 い に/と い う/バ ン コク/土 地/の/車
[バ ン コ クは車 社 会 だ と言 って い る/言 わ れ て い る]
この例 は また次 の よ うに 「バ ン コ ク」 を文 頭 に述 べ る こ とも で き る。
41)Kruqth色eppenth銭k1査aokanwaapendindε εDh鈎kaan-
caaraac()つntit_khゑt.
バ ン コ ク/だ/関 係 代 名詞/言 う/互 い に/と い う/だ/土 地/
類 別 詞 ノ交 通 ノ混 雑 す る
4-2.間 接 迷 惑 の受 身
問接 的 な被 害,迷 惑 は タイ語 で は習 慣 的 に被 害 を あ らわ す受 動 文 に は な
りに くい 。
42)s益amhtaa孟k5っn.
夫/死 ぬ/先 に[夫 が 先 に死 ぬ1
目本語 で は一 般 に 「(私は)夫 に先 に死 な れ る」 の よ うな 自己視 点 の側 か ら
の表現 に な るが,こ の場 合 も前 掲37),38)の よ うに他 者 視 点 の側 か らの表
現 が一 般 的 で あ る 。
日本 語 の 「雨 に降 られ た 」 は タイ語 で は一般 に次 の よ うに二 種 類 の文 に
よ って あ らわ され る。
43)a,dooりf6n。
会 う/雨
14)受 動 標 識 を用 い な い タイ語 受 動 文 の慣 用 的 形 式 にっ い て は 田 中(1997a)で 比
較 的詳 し く考 察 した。pp・244-253を 参 照 。
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b.f6nt6kthamhai(ch益n)lambゑak.
雨/降 る ノさせ る/(私)/困 る
a.で は単 に 「雨 」 との遭 遇 を強調 した 表 現 で あ るが,b.で は 「雨 が 降 っ
た こ とが 私 を困 らせ た」 とい う意 味 を構 成 して い る 。「困 っ た」 とい う結
果 事 態 ま で を あ らわ した とこ ろ に特 徴 が あ る 。 次 の 「子 供 に熱 を 出 され
た 」 とい う 目本 語 文 もタイ 語 で は結 果 事 態 の 「困 った 」 様 子 を意 味補 充 し
て い る。
44)(ch首n)kl合mcain命aり 一caak1血ukpen-khai.
(私)/困 る/に よ っ て/子 供/熱 を出 す
[(私 は)子 供 が熱 を出 して 困 った]
目本 語 で は 「雨 に 降 られ た」,「熱 を出 され た 」 とい う受 動 文 を用 い る こ と
で 「困 っ た」 とい う心 理 的状 況 は言語 化 され ず に,現 象 そ の も のが が 聞 き
手 に心 的 効 果 を類 推 させ てい るが,タ イ語 で は 受動 文 を用 い る代 わ りに そ
れ が 明示 され て い る。 また,次 の よ うに主 語 を不特 定 のkh首oと 見立 て て
被 害 をあ らわす ケ ー ス もみ られ る。
45)kh話opl亡ukmε εnchankhaηkha】 〕thamhaid磁at-r6っn.
彼/建 て る/マ ン シ ョン ノ近 く/さ せ る/困 る
[η隣 りにマ ンシ ョン を建 て て 困 らせ て い る]
「隣 りに(第 三 者 が)マ ン シ ョンを建 てた 」 こ とが
,「(私 を)困 らせ る」 こ と
にな った とい う因 果 関 係 が使役 助 動詞thamhaiを 介 して あ らわ され て い
るが,日 本 語 に直 訳 す る と不 自然 に な っ て し ま う。
4-3。 意 味 上 の受 動 文
タイ語 と類 似 的 な統 語 構 造 を もつ 中国 語 に は意 味 上 の 受 動 文(意 義 上 的
被 動 句)と い う受 動 文 が あ り,劉 他(1983)な どに よれ ば 次 の よ うな状 況 発
生 の文 で あ る15)。
46)a.房 間 打掃 干浄 了 。
15)劉 他(1983)pp.479-480な お,例 文 は 一部 を引用 した 。
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b.那 杢 戦 士 救 上 来 了,但 救他 的班 長 却 犠牲 了 。
そ れ ぞ れ 「部 屋 は きれ い に掃 除 され て い る」,「そ の兵 士 は救 い 出 され た
_」 とい う意 味 で あ る が,文 の主語 が あ る行 為 を受 け る者,す なわ ち ウ
ケ手 とな って い る。表 面上 は主 語 が動 作行 為 をす る者,つ ま りシ手 で あ る
文 に変 わ りはな い が,受 動 的 な意 味 が明確 な の で,こ う した表 現 が 成 立 す
る。 こ の場 合,主 語 は特 定 な事 物 に限 られ る。意 味上 の受 動 文 は タイ語 で
も同様 に,あ る特 定 の事態 や行 為 が執 行,実 行 され た こ とを あ らわす 際 に
よ く用 い られ る。
47)satε εmthii-ral面kう っkwaagcamnaai16εo.
切 手/記 念 の/出 る/置 く/販 売 す る/完 了
[～～記 念 切 手 が発 売 した1
48)khwaam-phayayaampenthiiyっDm-rゑpkan.
努 カ ノで あ る ノ関 係 代 名詞/認 め る/互 い に
[～～努 力 が認 めた と ころ とな っ た]
49)kaan-kh鈎k嫡n-kiilaamiikh【 加thiis並un-yaowachon.
体 育 会/あ る/起 こ る/で/青 年 セ ン ター
欝 運 動 会 は青 年 セ ン ター で行 った1
「記念 切 手 が出 た一 の よ うに 自動 詞 的 表 現 で あ らわ され た もの
,「 認 め る と
ころ とな った」 の よ うにpenを 用 い た も の,「 体 育 会 が あ った 」 の よ うに
所 有 動 詞miikh血nを 用 い た も の,な どで あ る 。 い ず れ も 目本 語 で は 受
動 文 に しな けれ ば 不 自然 な文 で あ る。
あ る種 の結 果 状 態 や 反 復 行 為 も 目本 語 で は受 動 文 を用 い る こ とが多 い
が,タ イ語 で は能 動 文 で あ らわ され る のが普 通 で あ る 。
50)khlanch命 田wゑithiisam血t.
書 く/名 前/し て お く/に/ノ ー ト[ノ ー トに名 前 を書 い てお く1
目本語 では 「ノー トに名 前 が書 い て あ る/書 か れ て い る」 の よ うに い うの
が一般 で あ るが,タ イ語 で は補 助 動 詞w傷 が 受動 表 現 を代 行 して い る 。
51)kh6nnゑmmanmaadαair田a.
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運 ぶ/石 油/来 る/で/船[石 油 を船 で運 ん で くる]
51)も 日本 語 で はr石 油 は 船 で運 ば れ る」 の よ うに言 うの が 一 般 で あ る
が,タ イ 語 で は シ手 を明示 しな い能 動 文 で あ らわ され て い る。 「石 油 は船
で運 ぶ 」 の よ うに元 来,目 的 語 で あ った 「石 油 」 を提 題 化 して あ らわす こ
とは 目本 語 で は 自然 だ が,タ イ語 で は 不 自然 に な る。
*52)nゑmmankh6nmaad亡airula 。
石 油/運 ぶ/来 る/で/船[石 油 は船 で運 ぶ]
とこ ろが,52)と 同 じ統 語 構 造 で あ っ て も,53)～57)の よ うに提 題 文 が成
立 す るケ ー ス も少 な くない 。
53)witsakiithamcaakkhaao-s互aliL
ウイ スキ ー/作 る/か ら/麦[ウ イ ス キ ー は麦 か ら作 る]
54)r6tyonnamkhaocaakprat艶etYiipun.
車/持 つ/入 る/か ら/国/目 本[車 は 目本 か ら輸 入 して い る]
55)roo朋aanniiphalitthoorathゑtwan1宜r6っikhr血ag.
工場/こ の/生 産 す る/テ レビ/一 日/に つ き/百/台
[こ の工 場 で は一 目百 台 テ レ ビを生 産 して い る1
56)Sii-ph差n-dinplε εcaakphaas互a-Thaipenphaasゑa-Yiipun,
王 朝 四代 記/訳 す/か ら/タ イ語/だ/目 本 語
[王朝 四代記 は タイ語 か ら 目本 語 に翻 訳 して い る]
57)t血knゑns含agkh愈nm愈araiP
ビル/そ の/建 つ/出 来 る/い つ[そ の ビル は いっ 建 て ま した か1
これ らの タイ 語 文 は 目本 語 で は受 動 文 で あ ら わ され る の に対 して そ れ ぞ
れ,「 ウィ ス キ ー は麦 で生 至」,「車 は 目本 か ら難 ゑ 」・ 「この工 場 は 一
目百 台 テ レビ を勲 い る」,「王 朝 四代 記 は タ イ語 か ら 目本 語 に轍
る い る」,「あの ビル は い つ建 て ま した か」 の よ うな能 動 文 で あ らわ され て一
い る。 同 様 の構 文 を呈 した ものが,な ぜ52)の よ うな例 が不 自然 と され ・
53)～57)の よ うな例 が 自然 と され る の か は判 定 の材 料 が な く,今 後 の研
究 課 題 と した い が,こ う した外 見 上 は受 動 文 の形 態,形 式 を な さず に意 味
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上 の受 身 を あ らわす 表 現 にっ い て は こ とに注 意 が必 要 で あ る。
なお,次 の例 の よ うに可 能 文 が受 身 の 意 味 を合 わ せ持 つ 場 合 が あ る。
58)pray60kbき εηうDkdai(pen)s互amchanit.
文/分 け る/出 る/で き る/(な る)/3/種 類
[文は三 種 類 に分 け られ る]
こ う した現 象 に つ い て は他 に用例 を持 ち合 わせ て い な い の で,〈 ヴ ォ イ ス
相 関 〉の 一例 と して と どめて お くだ けに した い。
5.タ イ語受身文の許容認識





したものや意味を取 り違えたものなど,意 味の解釈 と文の構成に異同が見
られた。ここでは資料の一部 として,受 動標識を用いたものとそうでない
ものを対比 しながら紹介 し,傾 向を観察することにしたい。(ηのっいた
タイ語訳は別のタイ人インフォーマン トから一般に不自然 と判定されたも
のである)
A:ピ チ ャ イ さ ん は 朝 早 く電 話 で 起 こ され た 。
～～a.Phichaith心uksとa弓thoorasapPl亡kta】 〕tもεchゑao.
ヒ。チ ャ イ/さ れ る/音/電 話/起 こ す/か ら/朝 早 く
b。Phichaidaimiithoorasapmaapl血khaitaηtき εchaao.
ピ チ ャ イ/も ら う/あ る ノ電 話 ノ来 る ノ起 こ す/
、さ せ る/か ら/
朝 早 く
～～c,Ph五chaith亡ukplakd自aisiaりthoorasaptagtき εchゑao。
ヒ。チ ャ イ/さ れ る/起 こ す/で/音/電 話/か ら/朝 早 く
一124一
d,miithoorasapmaap1亡khaiPhichait血umtagtき εchゑao.
あ る/電 話 ノ来 る/起 こ す/さ せ る/ヒ 。チ ャ イ/覚 ま す/か ら/
朝 早 く
【分 析 】 こ の文 は多 くがa。c.の よ うに受動 標 識 のthhukを 用 い て訳 され
た が,一 般 に は不 自然 な タイ語 表 現 と判 定 され た 。 同 じ所 有 動詞miiと
と もに動 詞 句 を連 用 させ た もの で は,b.よ りもd.の 文例 が 自然 と認 定 さ
れ た 。b.が2名 で,あ との例 は1名 ず つ で あ っ た 。
B:ソ ム ス ィ ー は 昨 夜,一 晩 中 子 供 に 泣 か れ て 困 っ た 。
～～a。m血akhulumthゑ ηkhulumsXagl血ukr50gconthamhai
S6msiilambaakmaak.




昨 晩/子 供/泣 く/一 晩 中/さ せ る/ソ ム ス ィ ー/困 る/大 変
～～c.m血akhulumS6mslith心ukdさkr50ηhair6pkuancon
nつonmailap.




昨 晩/子 供/泣 く/困 らせ る/ス ム ス ィ ー/一 晩 中
【分析 】a、 の よ うに 「子 供 の声」 を主語 に して 「ソム ス ィ ー を困 らせ た」
の よ うに使 役 文 と して あ らわ した も の と同 じ使 役 文 で も因果 関係 を 明 示 し
たb.の よ うな文 例 が み られ た が,b.の 方 が タ イ語 と して は 自然 と さ れ
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た。 ま た,c。 の 「子 供 に泣 か れ て 眠 れ な い ほ どだ った 」 の よ うに 目本 語
の直 訳 に補 足 訳(下 線 部)を 加 え た も の が あ った が ,複 数 の ネ イ テ ィブ に よ
ればth亡ukの 用 法 は不 自然 と判 定 され た 。r6pkuanr困 らせ る」 を用 い
るの で あ れ ぱ ・d・ が も っ とも 自然 な文 で あ る とい う判 定 が得 られ た
。b.
の例 が2名 で あ とは1名 ず つ で あ っ た 。
C:ソ ム チ ッ トさ ん は 先 生 に 絵 を ほ め ら れ た 。
a.aacaanchom-chgair合upwaatkh50りS6mc玉t .
先 生/褒 め る/絵/の/ソ ム チ ッ ト
b.S6mcitdair直pkham-chomrUupwaatcaakaacaan .
ソ ム チ ッ ト/受 け る/褒 め 言 葉/か ら/先 生
P～c、S6mcitdairゑpkaanchom-chgoir血aりr丘upwaatcaak
aacaan.
ソ ム チ ッ ト/受 け る/こ と/褒 め る/に つ い て/絵/か ら/先 生
ηd。 、S6mcitth亡ukaacaanchom-chgoikiao-kapr負upwaat
.
ソ ム チ ッ ト/さ れ る/先 生/褒 め る/に 関 し て/絵
e,r丘upwaatkh50りS6mcitdair乏pkaanchomchogicaak
aacaan.
絵/の/ソ ムス ィ ー/受 け る/こ と/褒 め る/か ら/先 生
【分析 】 提 示 文 はa。 の よ うに 「先 生 が ソム ス ィー の絵 を褒 めた」 の よ うに
シ手 と ウケ手 の視 点 を入 れ 替 え て あ らわ した も の
,b.の よ うに 「先 生 か
ら賛 辞 を得 た 」 の よ う に あ らわ した も の,受 動 標 識dai並pを 用 い たc 。
e・・受 動 標 識th亡ukを 用 い て あ らわ したd .な ど多 様 で あ った が,e.rソ
ムチ ッ トの絵 は先 生 か らほ め られ た」 が も っ と も 自然 な タ イ語 表 現 と して
判 定 され た。 回答 者 は全 員 でそ れ ぞ れ1名 ず つ の 回答 例 を得 た 。
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鈴 木/さ れ る/部 長 ノ命 令 す る/さ せ る/出 張 す る/地 方
【分析 】a.は 提 示 文c.のa。 の よ うに動 詞d盒i通pを 用 い て 「命 令 を受 け
た」 と い う 目的 語 を代 用 した 表現 で あ る が,b。 で は被 害 をあ らわ す 受 動
標 識 のthaukを 用 いて い る 。a.はb.に 比 べ て よ り フォ ー マ ル な 印 象 を
受 け る 。 同 時 にa・ が主 体 の積 極 的 な 立 場 を,b.が 消 極 的 な立 場 を あ らわ
す 点 が あげ られ た 。a.が3名,b.が1名,未 回答 者 が1名 で あ った 。
E:彼 は 奥 さ ん に 家 出 され て 困 っ て い る 。
a.phanrayaakh5Dηkh首onii5っkc註akbaanthamhaikh益o
Iamb盗akcai.
妻/の/彼/逃 げ る/出 る/か ら/家/さ せ る/彼/困 る
b,s近amiith£1ukphanrayaalai5Dkcaakbaanculりd血atr60n.
彼/さ れ る/妻/追 い 出 す/か ら/家/そ れ で/困 る
【分 析 】a.の 文 で は 「彼 の妻 が家 を出 た こ とが 彼 を困 らせ た」 の よ うに,
Bのa.の よ うな使 役 文 で あ らわ され て い るが,b.で は 「家 出 した」 の は
「妻 」 で は な く 「夫 」 に置 き換 わ って お り
,「 彼 は妻 に家 か ら追 い 出 され て
困 っ て い る」 の よ うに誤 訳 され て い る点 は興 味 深 い。a.が2名,b.が1
名,未 回答 者 が2名 で あ っ た 。い ず れ も タイ語 文 と して は 自然 で あ る。
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F:太 郎 は 家 族 み ん な か ら愛 され て い る。
a。khonnaikhr5っpkhruath丘k-khonrゑkThaaroo.
人/の/家 族/み ん な/愛 す る/太 郎
b.Thaaroodairゑpkhwaamrゑkcaakth血k-khonnai
khr5っpkhrua.
太 郎/受 け る/愛 情/か ら/み ん な/の/家 族
【分析 】a。 の文 で は 「家 族 のみ ん な が太 郎 を愛 して い る」 の よ うに主 語 と
目的語 を入 れ 替 え て あ らわ され て い る が,b.で は 「太 郎 は 家 族 のみ ん な
か ら愛 情 を受 けて い る」 の よ うに動 詞dairapと 目的 語 に よ って あ らわ さ
れ て い る 。a.の ほ うが よ り自然 な タイ語 文 と され た 。a.が3名,b.が2
名 で あ っ た。
G:太 郎 は花 子 に先 に 問題 を解 かれ た 。
a.Thaarootうopkhamth活amdaik5っn-thiiHaanaakoca
t50P.
太 郎/答 え る/質 問/で き る/前 に/花 子/助 動 詞/答 え る
ア?b。Haanaakot50pkham-th互amdaik5っnThaaroo。
花 子/答 え る/質 問/で き る/前 に/太 郎
c.ThaaroQth亡ukHaanaakoyε 閃tうoppanh銭akう っn.
太 郎/さ れ る/花 子/奪 い合 う/答 え る/問 題/先 に
【分析 】a.で は 受動 表 現 を 「花 子 が答 え る よ り先 に問 題 を解 くこ とが で き
た 」 とい う可能 の意 味 に解 釈 してい る。文 法的 に は正 しいが正 確 な タ イ語
訳 とは い い が た い 。b.は 「花 子 は太 郎 の 前 に問 題 を解 く こ とが で き た 」
の よ うに 目本 語 とシ手 と ウケ手 が逆 転 して い るが,や や 不 自然 で あ る。c.
で は受 動 標 識th亡ukを 用 い て 目本 語 を直 訳 し た 表 現 と な っ て い る が,
「競 っ て答 え る」 の補 充 訳 に支 持 され て ,こ こで は も っ とも 自然 な タ イ語
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文 と判 定 され た 。a.が3名 で,あ とは1名 ず つ の 回答 で あ った 。
H:そ の 法 則 は 日 本 の 若 い 科 学 者 に よ っ て 発 見 さ れ た 。
a.k6tkε εnnゑnnゑk-kh6n-khw色an亡mchaao-Yiip心npen
khonkh6n-ph6p.
法 則/そ の/研 究 者/若 い/目 本 人/だ/人/発 見 す る
b.k6tkε εnnゑntaりkh丘mdooinゑk-wichaakaanr亡n-mai
kh5つ りYiip亡n。








理 論/そ の/得 る ノ こ と/発 見 す る/に よ っ て/科 学 者/目 本
【分 析 】a.は 「そ の 法則 につ い て は 目本 の若 い研 究 家 が 発 見者 で あ る」 の
よ うに名 詞 述 語 文 とし て あ らわ され,b。 で は 「そ の法 則 は 日本 の若 い科
学 者 が作 った 」 の よ うに他 動 詞 が代 用 され,動 作 主 体 はdooi「 に よ っ て 」
で あ らわ され てい る 。c.は 受 動標 識th血ukを 用 い た 目本 語 の 直訳 文 で ・
d.で は本 来 動 詞 で あ るd盒i酸pが 動 名 詞 「発 見 す る こ と」 を 目的 語 と し
て 「そ の理 論 は 目本 の科 学者 に よ って 発 見 す る機 会 を得 た」 の よ うな フォ
ー マ ル な表 現 で あ らわ され てい る 。 これ らの タイ 語 訳 はす べ て 自然 な タイ
語 表 現 と判 定 され た 。a。が2名,あ とは1名 ず つ の回 答 で あっ た 。
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1:始 業 の ベ ル が 鳴 ら さ れ た 。
a.siaりrakhagr6gmriandagkh血nl6εo.
音/鐘/始 ま る/勉 強 す る/鳴 る/起 こ る ノ～ た
b。s{agsゑnyaanthamOaandagkh磁n.
音/合 図/働 く/鳴 る/起 こ る
c。sとaりsゑnyaanr§gmηaandaηkh愈n1ぎ εo.
音/合 図/始 ま る/仕 事/鳴 る/起 こ る/～ た
【分析 】 この文 は 目本 語 自体,不 自然 な表 現 で は あ る が,「 故 意 に」 とい う
ニ ュ ァ ンス を意 図 した と い う点 で は,い ず れ も不 十 分 な タイ 語 訳 で あ る 。
「鳴 ら され た」 は等 し く動 詞daり と方 向動 詞kh愈nを 用 い て 「大 き くな
った」(鳴 った)と い う事 態 発 生 の意 味 が あ らわ され て い る 。1名 ず つ の 回
答 で,2名 が 未 回答 で あ っ た 。
J=日 本 語 は 多 くの 外 国 人 に 学 習 され て い る 。
a・khon-taaり 一chaattaaりphaa-kanrianphaas互a-Yiipankan
maakmaai.
外 国 人/そ れ ぞ れ/と も に ノ学 ぶ/日 本 語/互 い に/多 い
b・phaas首a-Yiip亡npenth盆iphr忌 ε一1首aicきakkhon-t註a℃ 一chaat.
目本 語/で あ る/関 係 代 名 詞/普 及 す る/か ら/外 国 人
～?c.phaas首a-Yiip亡nda五rゑpkaan-s【 並ks首a-laoriandooichaao-
taag-chaatcamnuanmaak.




外 国/人 数/多 い/受 け る/教 育/目 本 語
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【分 析 】a.で は 「外 国人 が 日本 語 を学 習 して い る」 の よ うに他 動 詞 文 と し
て あ らわ さて い るが,b.で はpenを 用 い て 「広 ま る と こ ろ とな っ てい
る」 の よ うな状 況,状 態 を あ らわ す 文 とな って い る。c.で は動 詞dairゑp
が動 名 詞 を ともな って事 態 「獲 得 」 の意 味 をあ らわ して い る が,や や 不 自
然 で ある 。 こ こ では 「多 くの外 国 人 は 日本 語 の教 育 の機 会 を得 て い る」 と
訳 され たd.ボ もっ と も 自然 な タイ語 表 現 とされ た 。a.が2名,あ と は1
名 ず つ の回 答 で あ った 。
K=近 代 オ リ ン ピ ッ ク は ク ー ベ ル タ ン に よ っ て 始 め ら れ た 。
a.Khubeelutanpenkhonri-r§omoolimpiknaiy丘t-
Pゑtc亡ban.
ク ー ベ ル タ ン/で あ る/人/始 め る/オ リ ン ヒ。ッ ク/の/近 代
b.kilaaoolimpikri-rδomkh血ndooiKhubeelutan.
ス ポ ー ッ/オ リ ン ピ ッ ク/始 ま る/起 こ る/に よ っ て/ク ー ベ ル
タ ン
～～c.oolimpiky丘t-patc心banth亡ukri-r50mdooiKhubeelut&n.
オ リ ン ヒ。ッ ク/近 代/さ れ る/始 ま る/に よ っ て/ク ー ベ ル タ ン
【分 析 】a.は 「ク ー ベ ル タ ン は近代 オ リン ヒ。ッ クの創 始者 で あ る」 の よ う
に名 詞 述 語 文 と して あ らわ され,b.は 「オ リ ン ヒ。ック は ク ー ベ ル タ ンに
よ っ て始 まっ た」 の よ うに 自動詞 文 と して いず れ も 自然 な タイ語 表 現 とな
っ て い るが,c,で は受 動 標 識th亡ukを 用 い て 直訳 した た め に不 自然 な表
現 とな って い る 。a。が2名,あ とは1名 ず つ で,1名 が未 回答 で あっ た 。
ここであげた例文調査が適切な環境で行われたのかどうか,ま た例文の
適切 さやどのような文脈で理解 されたのかは検討の余地が残 され るが,ひ
とまずあらわれた結果を整理 してみると次のようである。
A,Bは いわゆる 「迷惑被害」をあらわす受身文,Cは 賞賛という 「獲
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得」をあらわす受身文,D,Eは 「迷惑被害」をあらわす受動文,Fは 注
目とい う 「焦点Jを あらわす受動文,Gは 過失先行 でr迷 惑被害」 をあ
らわす受動文,ま た,H,1,J,Kは いずれも事態の発生 という 「遭遇」,
「出現」 をあらわす受動文である
。「迷惑被害」 をあらわす事態以外はとく
に受身標識th亡ukやdair如 を用いないかわ りに,他 動詞表現であらわ
されている場合が多 く見 られた。動作主体 と被動作主体の立場 をいれかえ
て,つ まり視点 をかえてあらわされる点は授受表現の場合 と似通ってい
る。「始められた」「発見された」などの歴史的事実,ま た 「学習されてい
る」「歌われている」のように複数 の動作主体や習慣継続的な事態 をあら
わす揚合は一種の状況提示文 というべきで,目 本語では受身文の構造 を示
してはいるが・実質的には 「始まった」「発見した」「学習している」「歌
っている」 とい う意味で読み手 ,聞 き手にとっての一般事態の共有を意図
したものである。もちろん,文 脈その他の文成立の環境を加味するととも
に,タ イ人イ ンフォーマン トの目本語の理解力にもよるところが大 きい
が,以 上の対訳例からも,タ ィ語では明確に被害をあらわす立場が強調 さ
れる揚合 を除いては受動標識th血uk,daiねPが あらわれにくいとい う傾
向が確認された。
6・ おわ りに 一 言語 と発 想 の様 式
タイ で頻 用 され る こ とわ ざの一 部 に も受 動 表 現,受 動 の 意 味 が あ らわ さ
れ て い るが,目 本 語 の場 合 と事 情 を異 に してい る16)。
60)ph1(x》if旨aphboif6n.
従 う/空/従 う/雨[空 や 雨 に巻 き込 まれ る]
61)khon-diiphXikh丘m.
善人/精 霊/守 る[良 き人 は精 霊 に守 られ る]
62)thamkhunbuuchaath60tth6ε 一th6ε.
16)以 下 の タイ 語 の こ とわ ざ と 日本 語 訳 は岩 城(1998)か らの引 用
。
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する/徳/罪/本 当の[恩 を仇で返 される]
63)m益ak査tyaakatt50p.
犬/咬 む/す るな/咬 む/応 じる[犬 に咬まれても咬み返すな1
60)のphlODiは 「従 う,付 随する,連 帯する」とい う意味の動詞である。
「空や雨についていく」 とい うことは,裏 を返せば 「空や雨に連累させ ら
れる」とい う不可抗力的な意味にほかならない。61)で は動詞kh丘mは
「保護する,防 衛する」とい う意味であるが,「善人は精霊が守る」 という
より,「善人は精霊に守 られる」 と解 したほ うが 「保護」の意味がはっき
りする。62)で も影響 をこうむる側において言及 されるのであれば受身の
意味のほうが目本語 としては自然である。63)も 「犬が咬んでも...」 の
ように言 うよりは 「犬が咬む」事態は予測不可が一般であるから,予 期 し
ない事態をあらわすには 「犬に咬まれても_」 のほうが自然な目本語 と
してふさわしい。
このようにタイ語では受動標識 をもたない事実文が目本語に訳 してしま










が,多 くの複数の言語においていかに対置され,認 識 されているかを把握
することも重要な作業である。自然受動文,中 立受動文,状 況提示受動文
など,本 来の動作作用の対者関係にしば られない受動文の特徴 について
は,各 種の語彙的,文 脈的な理解が必要であることが了解 される。
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本稿 では・タイ人 目本語学習者が目本語の受動文 をどのように認識 しな
がら"タ イ語化"し ているのかを観察してきたが,受 動標識 をもたない受
動文や,ま たこれに代行する個々の表現形式が見 られることを確認 した。
このような作業を通 じて・いくつかの分類パターンが観察 されれば
,教 育
指導上の問題点,改 善点 も具体的に見いだせるのではないだろうか。限 ら
れた資料ではあるが,タ イ人の受動文の許容認識の一端を知る手掛かりと
したい。今後は目本語 とタイ語の受動文の対応例,非 対応例 をできるだけ
幅広く収集 し,分 析をすすめることが課題である。
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